
 

 

東京電力福島第一原子力発電所における

事故の分析に係る検討会第９回会合  

資料１ 

東京電力福島第一原子力発電所における 

事故の分析に係る検討会 

第９回会合 

 

議事次第 
 

 

１． 日 時 令和元年12月 26日（木）13：30 ～ 17：30 

       

２． 場 所 原子力規制委員会 13階会議室A 

 

３．議 題 

（１） ３号機原子炉建屋３階の調査結果について 

（２） １～４号機非常用ガス処理系のベントガス逆流について 

（３） その他 

 

 

４．配布資料 

資料１：議事次第 

資料２：３号機原子炉建屋３階の調査結果について（令和元年１２月１２日等現地調査

結果） 

資料２－１：３号機原子炉建屋内の現地調査時の動画（令和元年１２月１２日原子力規

制庁撮影） 

資料３：前回会合（１１月２８日）における論点の整理案 ～１，２号機及び３，４号

機ベント配管の汚染～ 

資料４：参考資料等 

    ・現地調査等の概要 ～耐圧強化ベントラインにおける汚染状況～ 

資料５：３号機ベントガスのうち４号機原子炉建屋へ流入した割合の評価（未解明問題

に関する検討第５回進捗報告）［東京電力ホールディングス株式会社］ 
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東京電力福島第一原子力発電所における
事故の分析に係る検討会第９回会合

資料２

３号機原子炉建屋３階の調査結果について

～令和元年１２月１２日等現地調査結果～
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３号機原子炉建屋３階の現地調査等の実施概要

2

（１）目的

原子力規制庁が行ったガンマカメラによる原子炉建屋等の線量測定の結果から３号機の原子炉建屋４階付近には、

高放射線源が確認されている。１号機及び２号機の原子炉建屋ではこのような高放射線源は確認されておらず、原子

炉建屋４階の当該箇所周辺には高放射線源の原因となる設備等は確認されていない。また、３号機原子炉建屋の水素

爆発による損傷状況についてこれまで空間線量率が高く十分な調査ができていなかった。

このため、空間線量率はまだ高い現場ではあるものの減衰の結果、人のアクセスが可能となりつつある３号機原子炉

建屋３階付近の現地調査を行った。

（２）調査日時等

①令和元年１１月 １日（金） ３号機原子炉建屋（R/B）内 【予備調査】

② １２月１２日（木）～１３日（金） ３号機原子炉建屋（R/B）内、３号機タービン建屋（T/B）内【予備調査】

４号機SGTS配管等
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（３）調査実施者

原子力規制庁職員 ６名 （実況説明・照明・現場指揮：安井、照明：上之内、小型カメラ（GoPro）：竹内、

電離箱・小型カメラ（GoPro）：岩永、カメラ：羽賀、照明・テレテクター：川崎）

※１１月１日の３号機R/Bの予備調査は、４名。１２月１３日の３号機T/B等の予備調査は、３名。

（４）被ばく線量

①令和元年１１月 １日（金） 最大：3.09mSv、最小：2.53mSv （３号機R/B） 4名

② １２月１２日（木） 最大：3.72mSv、最小：3.24mSv （３号機R/B） 6名

１２月１３日（金） 最大：0.33mSv、最小：0.29mSv （３号機T/B等） 3名

※３号機R/Bの調査（１１／１、１２／１２）については、計画線量5mSv、警報線量4mSv、APD（警報）0.8mSv毎に設定。

※被ばく線量[mSv]の最大、最小は、調査実施者[名]のうち、最も被ばく線量の高い人の値と低い人の値を示した。
また、現地調査で主に調査を行った建屋等を（ ）で並記した。

３号機原子炉建屋３階の現地調査等の実施概要
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（５）調査資機材等

①令和元年１１月 １日（金） アロカ製電離箱（ICS-323C）、テレテクター（GM計数管）

② １２月１２日（木）～１３日（金） アロカ製電離箱（ICS-323C）、テレテクター（GM計数管）

日立製ガンマカメラ（HDG-E1500）、RayMon（CZT結晶）

※その他、撮影機材（撮影カメラ、小型カメラ（GoPro））、照明（フラット、マグライト）を使用。

テレテクター（GM計数管）

３号機原子炉建屋３階の現地調査等の実施概要
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（６）装備

アノラック、タイベック３枚、ゴム手袋３枚、全面マスクを着用。

※３号機原子炉建屋の管理区域への入域退域にあたっては、東京電力ホールディングス株式会社（以下「東京電力」と

いう。）の放射線管理部門の装備支援、汚染検査等の協力を得て、調査を実施した。

R zoneの装備の例http://www.tepco.co.jp/decommission/progress/environment/

東京電力のホームページ（福島第一原子力発電所の作業環境）より引用

３号機原子炉建屋３階の現地調査等の実施概要
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（６）調査結果

 ３号機原子炉建屋２階東側壁側の不活性ガス系配管（AC配管）の線量を測定した。

 ３号機原子炉建屋内調査として、原子炉建屋３階の線量測定及び３階天井部分の損壊状況を確認した。

（令和元年１２月１２日の調査結果は、動画及びp.11,12参照。１１月１日の予備調査結果等は、p.16～18参照）

 ３号機タービン建屋内の予備調査として、建屋内の高線量瓦礫の散在箇所の確認を行った。

３号機原子炉建屋３階の現地調査等の実施概要
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A A

３号機原子炉建屋 A-A 断面

東京電力「福島第一原子力発電所
原子炉設置変更許可申請書」
（平成15年6月現在）を基に作成

１階

２階

３階

４階

５階

３号機原子炉建屋

現地調査箇所
（令和元年12月12日）
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２階１階

３号機原子炉建屋（平面図）

東京電力資料及び政府事故調報告書
より抜粋一部加工

現地調査ルート
（令和元年12月12日）
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３号機原子炉建屋（平面図）

東京電力資料及び政
府事故調報告書より
抜粋一部加工

３階 ４階
現地調査ルート
（令和元年12月12日）
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AC配管 150mSv/h

10

３号機原子炉
建屋 ２階

〇 3号機原子炉建屋内調査 令和元年12月12日実施
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３号機原子炉
建屋 ３階

11
令和元年１２月１２日原子力規制庁撮影

梁

※12/26の検討会にお

いて撮影箇所を修正し
ました。
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・50mSv/h

・45mSv/h ・30mSv/h ・35mSv/h

・25mSv/h

・20mSv/h

2mSv/h・

5mSv/h・

・14mSv/h

床から3m 40mSv/h

PCV側

３号機原子炉
建屋 ３階

令和元年１２月１２日原子力規制庁撮影
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令和元年１２月１２日原子力規制庁撮影令和元年１２月１２日原子力規制庁撮影

３号機原子炉建屋 ３階
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令和元年１２月１２日原子力規制庁撮影令和元年１２月１２日原子力規制庁撮影

３号機原子炉建屋 ３階
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令和元年１１月１日原子力規制庁撮影令和元年１２月１２日原子力規制庁撮影

３号機原子炉建屋 ３階

※12/26の検討会後に撮影日時を修正しました。
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×5.5

3.5×

３号機原子炉建屋
１階

〇 3号機原子炉建屋内予備調査 令和元年11月1日実施

（mSv/h） 赤：令和元年11月1日原子力規制庁 青：令和元年5月28日東京電力
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×5.7
×10.2
×15.1

×7.4

×10.2

×
27.8

×11

×3.1
×4.7

×3.4

×5.4
×5.8
×4.5

×5.1
×9.5

3.2×

14×３号機原子炉建屋
２階

17
（mSv/h） 赤：令和元年11月1日原子力規制庁 青：令和元年5月28日東京電力
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３号機原子炉建屋
３階

東京電力放射線サーベイ記
録（3号機原子炉建屋3階）
［３号機SFPライナードレン・

ゲートドレン現場状況把握
サーベイ 2019/5/28 10:00
～10:30］よりデータを整理

青：令和元年5月28日東京電力
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【 参 考 】

３号機及び４号機の原子炉建屋３階の損傷状況の比較

 ３号機原子炉建屋３階平面図及び４号機原子炉建屋３階平面図の比較

 ４号機原子炉建屋３階の損傷状況の概要
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3号機R/B 3階 4号機R/B 3階
20

３号機原子炉建屋３階平面図及び４号機原子炉建屋３階平面図の比較

梁
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３号機原子炉
建屋 ３階

21
令和元年１２月１２日原子力規制庁撮影

梁

※12/26の検討会にお

いて撮影箇所を修正し
ました。
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・50mSv/h

・45mSv/h ・30mSv/h ・35mSv/h

・25mSv/h

・20mSv/h

2mSv/h・

5mSv/h・

・14mSv/h

床から3m 40mSv/h

PCV側

３号機原子炉
建屋 ３階

令和元年１２月１２日原子力規制庁撮影
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４号機原子炉
建屋 ３階
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4号機原子炉建屋 3階
（平成25年7月11日原子力規制庁撮影）

24

４号機原子炉建屋３階の損傷状況の概要
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令和元年7月26日原子力規制庁撮影

令和元年7月26日原子力規制庁撮影

令和元年7月26日原子力規制庁撮影

令和元年7月26日原子力規制庁撮影

令和元年12月20日原子力規制庁撮影

４号機原子炉
建屋 ３階

令和元年12月20日原子力規制庁撮影

平成25年7月11日原子力規制庁撮影 - 26 -



４号機原子炉
建屋 ２階

26
令和元年12月20日原子力規制庁撮影
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東京電力福島原子力発電所に
おける事故調査・検証委員会
最終報告書（政府事故調報告
書_平成24年7月23日）資料編
資料Ⅱ-2-8より抜粋

３号機原子炉建屋
５階
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東京電力福島原子力発電所に
おける事故調査・検証委員会
最終報告書（政府事故調報告
書_平成24年7月23日）資料編
資料Ⅱ-2-8より抜粋

３号機原子炉建屋
４階
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東京電力福島原子力発電所に
おける事故調査・検証委員会
最終報告書（政府事故調報告
書_平成24年7月23日）資料編
資料Ⅱ-2-8より抜粋

３号機原子炉建屋
３階
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東京電力福島原子力発電所に
おける事故調査・検証委員会
最終報告書（政府事故調報告
書_平成24年7月23日）資料編
資料Ⅱ-2-10より抜粋

４号機原子炉建屋
５階
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東京電力福島原子力発電所に
おける事故調査・検証委員会
最終報告書（政府事故調報告
書_平成24年7月23日）資料編
資料Ⅱ-2-10より抜粋

４号機原子炉建屋
４階
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東京電力福島原子力発電所に
おける事故調査・検証委員会
最終報告書（政府事故調報告
書_平成24年7月23日）資料編
資料Ⅱ-2-10より抜粋

４号機原子炉建屋
３階
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【 参 考 】

３号機耐圧強化ベントライン及びSGTSラインの線量調査

［令和元年８月２２，２３日、８月１，２日、６月１９～２１日現地調査等］

 ラプチャーディスクの線量当量率

 SGTSフィルターの線量当量率
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SGTS B系

SGTS A系
耐圧強化ベントライン

スタック

3号機
４号機

原子炉建屋

格納容器

ラプチャーディスク

３号機耐圧強化ベントライン及びSGTSラインの線量調査
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３号機耐圧強化ベントライン
ラプチャーディスク

2500μSv/h5500μSv/h

8000μSv/h

B.G. 100～150μSv/h

35
令和元年7月8日原子力規制庁撮影
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3号機SGTS B系

900μ

2000μ

5300μ

900μ

1600μ

3300μ 1600μ

470μ

500μ

530μ

480μ

600μ

650μ

2360μ

2200μ

890μ

3号機SGTS A系

350μ

400μ

480μ

505μ

590μ

890μ

250μ

260μ

370μ

850μ

1000μ

980μ

650μ

900μ

700μ

550μ

840μ

1090μ
550μ

760μ

スタック側 原子炉建屋側

スタック側

数値は線量当量率（ Sv/h ）を表す

HEPA チャコール HEPA PreFilter

HEPA チャコール HEPA PreFilter

原子炉建屋側
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【 参 考 】

３号機原子炉建屋に関するこれまでの調査データ等

 ３号機原子炉建屋ガンマカメラ撮影（２０１７年３月２４日、５月２５日、

２０１８年９月２８日、２０１９年６月２１日）

 ３号機原子炉建屋に係る防衛省の航空写真（２０１１年３月１８日）

 ３号機原子炉建屋に係る防衛省の航空写真（赤外線写真）（２０１１年３月

１８日）

 東京電力によるクレーンカメラ画像（２０１４年１２月８日）

 ３号機原子炉建屋北西部の損傷状況

 ３号機原子炉建屋からの白煙（２０１１年３月１８日、２７日）
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３号機原子炉
建屋 ４階

38

原子力規制庁
撮影

平成23年3月15日東京電力撮影

⑧⑦⑥⑤

④

③②①

⑧⑦⑥

⑤

④

③

②

①

⑦
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平成２９年５月２５日原子力規制庁撮影
39

①
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平成２９年３月２４日原子力規制庁撮影
40

⑥
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③

④

平成２９年３月２４日、令和元年６月２１日
原子力規制庁撮影
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2011/3/18 17：08 防衛省撮影（３号機）

３号機原子炉建屋５階
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2011/3/18 13：49 防衛省撮影（３号機 IR）

3号機
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2014/12/8 東電クレーンカメラ

３号機原子炉建屋５階
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福島第一原子力発電所
3号機原子炉建屋オペレ
ーティングフロアの
線量低減状況について
2016年3月31日
東京電力株式会社 より抜粋
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３号機原子炉建屋北西部の損傷状況

平成23年3月15日東京電力撮影を一部加工
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2011/3/18 17：08 防衛省撮影2014/12/8 東電クレーンカメラ
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使用済燃
料貯蔵プー
ル

原子炉ウェ
ルカバー

機器仮置
ピット

蒸気確認位置

原子炉ウェルカバー

２０１１年３月２７日防衛省撮影
２０１１年８月２４日東電撮影を一部加工

２０１４年１月３１日東電撮影を一部加工
48- 49 -



○防衛省による温度測定結果に、３号機５階部分の簡易的な図面を重ね合わせたところ、
燃料貯蔵ブールは約６０度と白煙(大量の水蒸気）を発生させるほどの温度ではない。

○他方、原子炉格納容器上と考えられる場所は、１００度を超える温度となっており、白
煙（大量の水蒸気）が発生する可能性がある。

49

（４） 白煙の発生（Ｂ） （２）

出典：「福島第１原子力発電所における温度測定
結果について」防衛省技術研究本部
（平成23年3月20日）より抜粋

東京電力福島第一原子力発電所における事故の分析に係
る検討会（第３回会合）（平成２５年８月３０日）資料２より抜粋
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東京電力福島第一原子力発電所における
事故の分析に係る検討会第９回会合

資料３

前回会合（11月28日）における論点の整理案

～１，２号機及び３，４号機ベント配管の汚染～
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⇒ 検討会（次回）

2

１，２号機及び３，４号機ベント配管の汚染状況

２，３，４号機のSGTSフィル
タの汚染状況と逆流経路

スタック下部に高線量箇所
１，２号機と３，４号機の
汚染レベルの差

１号機S/C内の真空破壊弁
周辺に高い汚染

現地調査等により確認された事項

主な論点

⇒ 検討会（今回、次回） ⇒ 検討会（次々回以降）

⇒ 検討会（次々回以降）

• １，２号機と３，４号機は、
体系的に「相似」の関係

• 格納容器内のCs濃度と排
出総量の差に依存

• 1号機は、ドライで高温なベ
ントガス。3号機は、ウェット
で低温なベントガス。

• スクラビングは、サブクー
ルや減圧沸騰の有無より
水深がＤＦ効果に影響する

• １，３号機の炉心損傷の経
緯

• ＰＣＶからの漏えい箇所、
時期

• 配管等における蒸気凝縮
の影響

• １号機ベントは1回成立
• ３号機ベントは2回成立

• ２号機RDの汚染状況と作
動の関係

• FP及び水素の逆流経路、
汚染レベルの差

• GDのベント時の逆流防止
機能

• １号機ベントは真空破壊弁
を通じてスクラビングなしの
可能性

• 真空破壊弁の構造、機能
• １，２号機SGTS配管の高温
履歴とベントの関連性

• スタック内部の構造が影響

• スタックの構造、機能及び
汚染状況
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3

調査・分析項目等 第8回会合(R1.11.28)における論点整理（案）

１）耐圧強化ベント(AM対策)
【1/4】
①1,2号機ベント配管の汚染
②１～3号機耐圧強化ベント
③SGTS逆流汚染
④RDの動作

2号機はベントに成功しなかったのではな
いか。

2号機RDは結果として作動していない。
2号機ベントは成立していない。

各号機のSGTS系の汚染状況から1,2号機
と3,4号機は体系的に相似の関係と考えら
れる。

1,2号機と3,4号機のベント系の汚染は相似し
ており、FPと水素は1号機または3号機から供
給された。

GDは、ベント時に自号機への逆流および他号
機への供給が生じている可能性があるため、
逆流防止の性能確認が必要。（⇒ 次回議論）

2,4号機へのFP及び水素の逆流の経路、2,4号
機の汚染の程度の差は更に確認が必要。
（⇒ 次回議論）

１，２号機スタック下部の高線量化の原因
として、スタック内部の構造の影響が考え
られる。

スタックへの配管接続方法が異なることからそ
の構造の確認が必要。 （⇒ 次回議論）

内容・論点
 1,2号機ベント配管の高
い汚染

 S/CにおけるDFの効果、

蒸気凝縮の影響、真空
破壊装置の機能維持

 1~3号機のベント成立性
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4

調査・分析項目等 第8回会合(R1.11.28)における論点整理（案）

１）耐圧強化ベント(AM対策)
【2/4】
①1,2号機ベント配管の汚染
②１～3号機耐圧強化ベント
③SGTS逆流汚染
④RDの動作

1号機及び3号機の汚染状況から、数百
倍の汚染レベルの相違がある。
汚染の相違は、格納容器内のCs濃度と

排出総量の差に依存していると考えられ
る。

1,3号機の炉心損傷の経緯、格納容器からの漏
えい箇所、時期については更に検証が必要。
（⇒ 次々回以降議論）

汚染状況は、1号機と3号機の放出量につ
いて、平成24年5月の「福島第一原子力

発電所事故における放射性物質の大気
中への放出量の推定について」（東京電
力HD株式会社）と相違がある。

東京電力から、平成24年5月の報告書は、環境

の放射能汚染の状況を再現するような放出量
を設定し、拡散評価するバックワード解析を基
にしており、事故進展の挙動を反映しきれてい
ない旨の回答があった。

内容・論点
 1,2号機ベント配管の高
い汚染

 S/CにおけるDFの効果、

蒸気凝縮の影響、真空
破壊装置の機能維持

 1~3号機のベント成立性
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5

調査・分析項目等 第8回会合(R1.11.28)における論点整理（案）

１）耐圧強化ベント(AM対策)
【3/4】
①1,2号機ベント配管の汚染
②１～3号機耐圧強化ベント
③SGTS逆流汚染
④RDの動作

配管等における蒸気凝縮の影響。

ベント時の排気は非常に水蒸気
濃度の高い排気となっていると考
えられ、水蒸気の凝縮がCsの配管

への付着に大きく影響していると
考えられる。

1号機は、ドライなガスが高温で放出、3号機は、低い
温度の水蒸気を多く含んだウェットなガスが放出され
たと考えられる。
（⇒ 次々回以降議論）

1，2号機SGTS配管の高温履歴の確認とベントガスとの
関連性を確認することが必要。（⇒ 次々回以降議論）

ベント時の排気系の汚染程度を算出するシミュレー
ションと観測結果の比較検討を行う。（⇒ 次々回以降
議論）

3号機は、原子炉圧力、D/W圧力、S/C圧力の推移から
2回のベントが成功、1号機は、1回のベントが成功した
と考えられる。（⇒ 次々回以降議論）

3号機の原子炉圧力の急速な低下（13日午前9時頃）
については、サンディア研究所等の仮説を確認するこ
とが必要。（⇒ 次々回以降議論）

内容・論点
 1,2号機ベント配管の高
い汚染

 S/CにおけるDFの効果、

蒸気凝縮の影響、真空
破壊装置の機能維持

 1~3号機のベント成立性
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6

調査・分析項目等 第8回会合(R1.11.28)における論点整理（案）

１）耐圧強化ベント(AM対策)
【4/4】
①1,2号機ベント配管の汚染
②１～3号機耐圧強化ベント
③SGTS逆流汚染
④RDの動作

S/C水のサブクール度や減圧沸騰
の有無によるDF効果への影響は
あるのか。

スクラビングの効果は、サブクールや減圧沸騰の有無
よりも水深がDFの効果に影響すると考えられる。
（⇒ 次々回以降議論）

スクラビングによるDF効果について幾つかの研究成果
があり、議論が必要。（⇒ 次々回以降議論）

1号機S/C内の真空破壊弁周辺に
高い汚染が確認されている。

1号機ベントは、S/Cの真空破壊弁を通じたスクラビング
されていないベントガス放出の可能性。更なる確認が
必要。（⇒ 次々回以降議論）

内容・論点
 1,2号機ベント配管の高
い汚染

 S/CにおけるDFの効果、

蒸気凝縮の影響、真空
破壊装置の機能維持

 1~3号機のベント成立性
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追加確認事項

 １～３号機のベントについて、ライブカメラによるスタック頂部の映像に関しては、外気温をあわせて提示すること。

 ３，４号機のSGTS系のバックグラウンドの線量について、オーダーレベルで構わないので周辺の状況を提示すること。

 １号機の真空破壊弁の構造から見て、ある程度閉まらなくなった状態での減圧量、及びその流量を基にした汚染の程
度が実測値（CAMSでは100～150Sv/hのレベル）と整合するのか、定量的な議論が必要。

 １，２号機スタック下部の線量については、今回のデータのみではなく、平成23年～25年等の東京電力の測定データ
も含めて、測定場所や測定方法の確認が必要。

 １，２号機のSGTSからスタック下部、頂部にかけての線量のデータについては、事故に近い時期の測定データも含め
て提示すること。

 １，２号機及び３，４号機のスタックの構造、並びに真空破壊弁の構造等については、図面を基にした議論が必要。

 事故分析検討会の議論に必要な図書等については、整理して必要なリストを提示し、東京電力に提供を依頼する。

 スクラビングについては、電共研やJAEA等の研究成果を開示してもらい、DFの効果についてデータを基にした議論が
必要。
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【 参 考 】

追加説明資料

 １号機SGTS配管部の熱損傷状況

（平成３１年３月２８，２９日現地調査結果）

 １，２号機SGTS配管部の汚染状況

（平成３１年３月２８、２９日現地調査結果）
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平成31年3月28日
原子力規制庁撮影

平成31年3月28日原子力規制庁撮影

平成31年3月29日
原子力規制庁撮影

平成31年3月29日原子力規制庁撮影

１，２号機
主排気筒

１号機
SGTS配管

２号機
SGTS配管

１号機
SGTS配管

２号機
SGTS配管

２号機
SGTS配管

１号機
SGTS配管

１号機
SGTS配管
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平成31年3月29日原子力規制庁撮影
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1号機SGTS配管

2号機SGTS配
管

2号機FSTG配管

11

平成31年3月29日原子力規制庁撮影
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現地調査等の概要

1

～耐圧強化ベントラインにおける汚染状況～

東京電力福島第一原子力発電所における
事故の分析に係る検討会第９回会合

資料４
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耐圧強化ベントラインにおける汚染状況に関する現地調査等の実施概要

2

（１）目的

1～4号機の耐圧強化ベントラインについては、原子炉格納容器内のサプレッション・チェンバ（S/C）のベントガスを非常

用ガス処理系（SGTS）配管を経由して主排気筒から大気へ放出しているが、これらのSGTSライン及び主排気筒の線量測

定から放射性物質による高い汚染が確認されている。

これは、耐圧強化ベントによって、原子炉格納容器内の放射性物質を含む高温・高圧の蒸気が耐圧強化ベントライン及

びSGTS ラインを経由し主排気筒から放出される際に、放出経路となった配管等を汚染したものと考えられるが、汚染の程

度は各号機によって異なっている。これらは、汚染源となる放射性物質を含む蒸気の状態、配管圧損や水蒸気凝縮の程

度が重要な要因となっていると考えられる。

そのため、1～4号機のSGTS配管等及び主排気筒について、ガンマカメラ測定によるCs-137放射能の推定、電離箱等に

よる周辺線量当量率の測定、鉛コリメータ付きCdZnTeによる波高分布測定等を行った。
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耐圧強化ベントラインにおける汚染状況に関する現地調査等の実施概要

3

（２）調査日時等

①令和元年１１月１５日（金） 1,2号機R/B建屋外、4号機R/B建屋内 【※２】

② ８月２２日（木）～２３日（金） 2号機SGTS室内、3号機SGTS室内

③ ８月 １日（木）～ ２日（金） 2号機SGTS室内、3号機SGTS室内 【※１，９】

④ ６月１９日（水）～２１日（金） 2号機SGTS室内、3号機SGTS室内、4号機SGTS室内 【※４，６，７】

⑤平成３１年 ３月２８日（木）～２９日（金） 1，2号機主排気筒周辺 【※８】

⑥ ２月２２日（金） 1，2号機主排気筒周辺（主排気筒基部） 【※３】

※８月２３日、８月１日、６月１９日は、現地調査に係る事前準備等を実施。

※【 】は、第８回会合の資料２（別紙）の表中の番号を示す。（p.19参照）

（３）調査実施者

原子力規制庁職員 ３名～７名
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耐圧強化ベントラインにおける汚染状況に関する現地調査等の実施概要

4

（４）被ばく線量

①令和元年１１月１５日（金） 最大：0.27mSv、最小：0.14mSv （屋外、4号機R/B） 4名

② ８月２２日（木） 最大：1.47mSv、最小：0.19mSv （2号機R/B、3号機R/B） 7名

③ ８月 ２日（金） 最大：1.58mSv、最小：1.16mSv （2号機R/B、3号機R/B） 3名

④ ６月２０日（木） 最大：0.43mSv、最小：0.32mSv （3号機R/B） 6名

６月２１日（金） 最大：0.24mSv、最小：0.16mSv （2号機R/B） 6名

⑤平成３１年 ３月２８日（木） 最大：0.37mSv、最小：0.19mSv （屋外） ４名

３月２９日（金） 最大：0.45mSv、最小：0.18mSv （屋外） ４名

⑥ ２月２２日（金） 最大：0.19mSv、最小：0.15mSv （屋外） ４名

※被ばく線量[mSv]の最大、最小は、調査実施者[名]のうち、最も被ばく線量の高い人の値と低い人の値を示した。
また、現地調査で主に調査を行った建屋等を（ ）で並記した。

- 65 -



耐圧強化ベントラインにおける汚染状況に関する現地調査等の実施概要

5

（５）調査資機材等

①令和元年１１月１５日（金） アロカ製電離箱（ICS-323C）、日立製ガンマカメラ（HDG-E1500）

② ８月２２日（木）～２３日（金） アロカ製電離箱（ICS-323C）、日立製ガンマカメラ（HDG-E1500）

③ ８月 １日（木）～ ２日（金） アロカ製電離箱（ICS-323C）、日立製ガンマカメラ（HDG-E1500）

テレテクター（GM計数管）、

④ ６月１９日（水）～２１日（金） アロカ製電離箱（ICS-323C）、日立製ガンマカメラ（HDG-E1500）

テレテクター（GM計数管）、RayMon（CZT結晶）

⑤平成３１年 ３月２８日（木）～２９日（金） 日立製ガンマカメラ（HDG-E1500）

⑥ ２月２２日（金） 日立製ガンマカメラ（HDG-E1500）

※その他、撮影機材、照明を使用するとともに、現地調査に必要な防護装備を着用している。
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耐圧強化ベントラインにおける汚染状況に関する現地調査等の実施概要

6

（６）調査結果

①令和元年１１月１５日（金） 1,2号機R/B建屋外、4号機R/B建屋内
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Cs-137 peak cps

i

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

1 0.217 0.150 0.167 0.200 0.300 0.133 0.217 0.150 0.200 0.233 0.233 0.117 0.183 0.150 0.117 0.033

2 0.083 0.100 0.117 0.133 0.183 0.150 0.100 0.050 0.200 0.033 0.167 0.133 0.150 0.133 0.117 0.167

3 0.100 0.017 0.067 0.067 0.083 0.067 0.117 0.083 0.083 0.050 0.167 0.183 0.167 0.083 0.083 0.083

4 0.067 0.083 0.083 0.117 0.117 0.100 0.033 0.117 0.117 0.117 0.067 0.150 0.117 0.183 0.050 0.150

5 0.083 0.083 0.117 0.100 0.183 0.167 0.050 0.083 0.050 0.133 0.083 0.050 0.083 0.100 0.100 0.067

6 0.250 0.167 0.217 0.150 0.233 0.167 0.133 0.233 0.183 0.233 0.067 0.117 0.100 0.083 0.100 0.083

7 0.333 0.233 0.233 0.333 0.250 0.267 0.300 0.333 0.183 0.167 0.217 0.200 0.117 0.083 0.150 0.017

8 0.467 0.367 0.417 0.400 0.350 0.283 0.250 0.300 0.283 0.250 0.200 0.217 0.117 0.250 0.067 0.100

9 0.233 0.367 0.500 0.250 0.367 0.433 0.283 0.350 0.283 0.367 0.367 0.183 0.150 0.150 0.083 0.067

10 0.383 0.417 0.317 0.267 0.350 0.333 0.317 0.383 0.300 0.450 0.383 0.433 0.233 0.133 0.083 0.100

11 0.233 0.283 0.300 0.250 0.350 0.283 0.367 0.300 0.417 0.283 0.167 0.317 0.200 0.150 0.183 0.167

12 0.200 0.300 0.200 0.200 0.233 0.250 0.233 0.283 0.350 0.183 0.217 0.183 0.167 0.167 0.100 0.133

13 0.083 0.167 0.100 0.183 0.267 0.150 0.167 0.183 0.217 0.100 0.133 0.217 0.167 0.067 0.050 0.083

14 0.100 0.133 0.150 0.167 0.117 0.133 0.117 0.150 0.133 0.100 0.167 0.200 0.067 0.083 0.100 0.117

15 0.150 0.067 0.100 0.100 0.100 0.183 0.033 0.117 0.117 0.117 0.167 0.117 0.133 0.133 0.100 0.167

16 0.117 0.050 0.083 0.083 0.083 0.117 0.100 0.117 0.133 0.183 0.067 0.117 0.100 0.133 0.083 0.217

j

第1図 Cs-137全エネルギー吸収モードによる測定画像

第2図 ピクセル毎のCs-137全エネルギー吸収ピーク計数率

GBq

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

1

2

3

4

5

6

7 7.1E+00 7.4E+00 7.2E+00 8.1E+00 4.5E+00 4.0E+00 6.1E+00 5.7E+00

8 6.7E+00 6.1E+00 6.6E+00

9 1.1E+01 5.7E+00

10

11

j
i

第3図 1号機SGTSに対応したピクセル毎のCs-137放射能 (GBq)

令和元年11月15日原子力規制庁撮影
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第4図 Cs-137全エネルギー吸収モードによる測定画像

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

1 0.067 0.083 0.100 0.083 0.083 0.033 0.000 0.000 0.050 0.033 0.017 0.050 0.017 0.033 0.033 0.033

2 0.000 0.050 0.100 0.033 0.033 0.083 0.050 0.050 0.067 0.067 0.017 0.000 0.100 0.017 0.033 0.050

3 0.033 0.017 0.067 0.067 0.017 0.083 0.100 0.033 0.017 0.033 0.017 0.017 0.000 0.017 0.033 0.017

4 0.183 0.083 0.050 0.017 0.083 0.100 0.033 0.067 0.000 0.033 0.017 0.067 0.050 0.083 0.067 0.067

5 0.083 0.067 0.117 0.050 0.117 0.100 0.050 0.100 0.050 0.033 0.067 0.000 0.033 0.033 0.017 0.017

6 0.150 0.117 0.100 0.083 0.100 0.167 0.117 0.083 0.067 0.067 0.100 0.083 0.000 0.000 0.000 0.083

7 0.150 0.133 0.133 0.083 0.150 0.083 0.200 0.083 0.117 0.067 0.083 0.033 0.067 0.050 0.083 0.100

8 0.017 0.050 0.050 0.100 0.050 0.117 0.050 0.133 0.083 0.067 0.050 0.050 0.050 0.050 0.067 0.067

9 0.083 0.050 0.083 0.117 0.117 0.133 0.183 0.167 0.083 0.033 0.050 0.050 0.133 0.100 0.133 0.100

10 0.017 0.133 0.050 0.067 0.117 0.050 0.083 0.117 0.100 0.133 0.067 0.200 0.150 0.150 0.117 0.067

11 0.050 0.083 0.083 0.083 0.017 0.167 0.083 0.233 0.100 0.050 0.133 0.133 0.133 0.083 0.117 0.067

12 0.117 0.017 0.133 0.083 0.050 0.150 0.083 0.167 0.167 0.300 0.233 0.383 0.383 0.283 0.383 0.433

13 0.083 0.050 0.050 0.100 0.150 0.050 0.100 0.200 0.233 0.350 0.467 0.483 0.483 0.383 0.450 0.500

14 0.083 0.033 0.133 0.067 0.133 0.167 0.050 0.233 0.150 0.300 0.450 0.350 0.450 0.533 0.700 0.650

15 0.050 0.067 0.133 0.033 0.100 0.200 0.150 0.100 0.200 0.167 0.167 0.200 0.150 0.167 0.167 0.167

16 0.000 0.033 0.083 0.083 0.083 0.083 0.050 0.033 0.100 0.133 0.100 0.067 0.017 0.067 0.033 0.017

j
i

第5図 ピクセル毎のCs-137全エネルギー吸収ピーク計数率

GBq

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

9

10

11

12

13 4.8E-01 4.8E-01 4.8E-01 4.8E-01 4.8E-01 4.8E-01 4.8E-01 4.8E-01 4.8E-01 4.8E-01 4.8E-01 4.8E-01 4.8E-01 4.8E-01 4.8E-01

14 3.1E-01 1.2E+00 5.7E-01 9.6E-01 1.2E+00 3.5E-01 1.5E+00 1.0E+00 2.0E+00 3.4E+00 2.6E+00 3.5E+00 4.3E+00 6.1E+00 6.0E+00

15

16

j
i

第6図 2号機SGTSに対応したピクセル毎のCs-137放射能 (GBq)

令和元年11月15日原子力規制庁撮影
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9

第7図 Cs-137全エネルギー吸収モードによる測定画像

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

1 0.033 0.017 0.000 0.017 0.017 0.000 0.050 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.017 0.017 0.000 0.000

2 0.000 0.000 0.033 0.050 0.033 0.000 0.017 0.017 0.017 0.017 0.000 0.017 0.050 0.017 0.000 0.000

3 0.000 0.017 0.067 0.033 0.067 0.017 0.083 0.100 0.050 0.033 0.000 0.017 0.017 0.017 0.017 0.000

4 0.000 0.017 0.050 0.150 0.233 0.183 0.233 0.100 0.033 0.050 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

5 0.017 0.067 0.017 0.133 0.217 0.417 0.250 0.267 0.217 0.133 0.067 0.033 0.033 0.017 0.000 0.000

6 0.050 0.083 0.067 0.233 0.417 0.467 0.583 0.550 0.300 0.183 0.100 0.033 0.000 0.000 0.000 0.000

7 0.033 0.100 0.183 0.383 0.300 0.433 0.367 0.333 0.167 0.083 0.050 0.017 0.000 0.000 0.017 0.000

8 0.033 0.033 0.067 0.300 0.217 0.200 0.183 0.150 0.133 0.017 0.033 0.017 0.017 0.017 0.000 0.000

9 0.033 0.017 0.000 0.133 0.183 0.100 0.067 0.050 0.017 0.083 0.050 0.000 0.000 0.033 0.017 0.000

10 0.017 0.067 0.067 0.150 0.200 0.050 0.033 0.083 0.050 0.067 0.017 0.017 0.033 0.000 0.017 0.017

11 0.017 0.133 0.133 0.100 0.133 0.067 0.050 0.050 0.017 0.017 0.017 0.033 0.017 0.017 0.000 0.017

12 0.100 0.100 0.150 0.167 0.117 0.033 0.017 0.017 0.017 0.000 0.000 0.017 0.000 0.000 0.000 0.017

13 0.100 0.083 0.050 0.083 0.033 0.067 0.017 0.067 0.000 0.017 0.000 0.033 0.033 0.017 0.000 0.033

14 0.050 0.067 0.050 0.033 0.083 0.017 0.033 0.000 0.000 0.017 0.033 0.000 0.000 0.000 0.000 0.017

15 0.000 0.017 0.017 0.000 0.017 0.000 0.033 0.000 0.000 0.033 0.017 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

15 0.000 0.000 0.017 0.000 0.000 0.017 0.017 0.017 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.017 0.000 0.000

j
i

第8図 ピクセル毎のCs-137全エネルギー吸収ピーク計数率

GBq

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

1

2

3

4 3.8E+01 5.2E+01 4.2E+01 4.5E+01 2.0E+01  

5 3.2E+01 4.5E+01 8.8E+01 4.6E+01 4.8E+01 4.8E+01 2.4E+01

6 1.5E+01 4.8E+01 7.8E+01 8.8E+01 9.7E+01 9.1E+01 4.8E+01 3.1E+01

7 4.3E+01 7.4E+01 5.5E+01 7.8E+01 5.7E+01 5.2E+01 2.7E+01 1.3E+01

8 6.5E+01 4.7E+01 4.2E+01 3.1E+01 2.6E+01 2.1E+01

9 3.1E+01 3.6E+01 1.9E+01 1.3E+01 8.5E+00

10 3.1E+01 3.7E+01 9.2E+00 5.6E+00 1.4E+01

11

12

13

14

15

16

j
i

第9図 3号機4階の汚染領域に対応したピクセル毎のCs-137放射能 (GBq)

令和元年11月15日原子力規制庁撮影
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耐圧強化ベントラインにおける汚染状況に関する現地調査等の実施概要

10

（６）調査結果

② 令和元年８月２２日（木）～２３日（金） 2号機SGTS室内、3号機SGTS室内

③ ８月 １日（木）～ ２日（金） 2号機SGTS室内、3号機SGTS室内

④ ６月１９日（水）～２１日（金） 2号機SGTS室内、3号機SGTS室内、4号機SGTS室内
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SGTS B系

SGTS A系
耐圧強化ベントライン

スタック

2号機

１号機

原子炉建屋

格納容器

ラプチャーディスク

建屋空調

２号機耐圧強化ベントライン及びSGTSラインの線量調査
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600mSv/h以上

100mSv/h程度

100mSv/h程度

12
令和元年8月2日原子力規制庁撮影
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50μSv/h

ラプチャーディスク

13
令和元年8月2日原子力規制庁撮影
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２号機耐圧強化ベントライン ラプチャーディスク

B.G. 120～150μSv/h

48.3μSv/h

45.8μSv/h

50.4μSv/h

14
令和元年8月2日原子力規制庁撮影
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15
令和元年8月2日原子力規制庁撮影
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SGTS B系

SGTS A系
耐圧強化ベントライン

スタック

3号機
４号機

原子炉建屋

格納容器

ラプチャーディスク

３号機耐圧強化ベントライン及びSGTSラインの線量調査
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３号機耐圧強化ベントライン
ラプチャーディスク

2500μSv/h5500μSv/h

8000μSv/h

B.G. 100～150μSv/h

17
令和元年7月8日原子力規制庁撮影
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3号機SGTS B系

900μ

2000μ

5300μ

900μ

1600μ

3300μ 1600μ

470μ

500μ

530μ

480μ

600μ

650μ

2360μ

2200μ

890μ

3号機SGTS A系

350μ

400μ

480μ

505μ

590μ

890μ

250μ

260μ

370μ

850μ

1000μ

980μ

650μ

900μ

700μ

550μ

840μ

1090μ
550μ

760μ

スタック側 原子炉建屋側

スタック側

数値は線量当量率（ Sv/h ）を表す

HEPA チャコール HEPA PreFilter

HEPA チャコール HEPA PreFilter

原子炉建屋側
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19

0.033 0.050 0.000 0.017 0.017 0.033 0.083 0.000 0.033 0.000 0.050 0.017 0.033 0.117 0.150 0.083

0.033 0.033 0.067 0.017 0.033 0.050 0.050 0.050 0.050 0.017 0.067 0.067 0.033 0.067 0.200 0.083

0.083 0.017 0.050 0.017 0.033 0.000 0.000 0.100 0.017 0.017 0.067 0.017 0.067 0.133 0.100 0.117

0.000 0.017 0.017 0.000 0.050 0.083 0.033 0.017 0.017 0.067 0.033 0.067 0.117 0.200 0.217 0.250

0.017 0.050 0.067 0.033 0.050 0.067 0.017 0.050 0.017 0.050 0.100 0.067 0.067 0.217 0.150 0.333

0.050 0.083 0.017 0.017 0.050 0.083 0.050 0.050 0.067 0.033 0.117 0.050 0.100 0.100 0.133 0.133

0.017 0.033 0.083 0.050 0.050 0.067 0.083 0.067 0.033 0.017 0.067 0.000 0.083 0.067 0.050 0.100

0.050 0.033 0.017 0.083 0.100 0.133 0.067 0.067 0.100 0.100 0.067 0.050 0.117 0.100 0.117 0.050

0.017 0.050 0.033 0.050 0.117 0.083 0.083 0.067 0.100 0.083 0.067 0.117 0.133 0.083 0.083 0.117

0.050 0.117 0.083 0.067 0.167 0.117 0.167 0.183 0.117 0.117 0.067 0.067 0.133 0.133 0.283 0.133

0.017 0.017 0.167 0.133 0.167 0.233 0.217 0.150 0.300 0.167 0.233 0.100 0.150 0.233 0.250 0.267

0.083 0.083 0.100 0.133 0.283 0.217 0.383 0.083 0.317 0.283 0.267 0.233 0.200 0.200 0.283 0.167

0.083 0.200 0.200 0.350 0.433 0.567 0.950 0.967 0.600 0.267 0.400 0.383 0.317 0.133 0.167 0.133

0.217 0.467 0.300 0.550 1.750 3.350 4.033 4.933 3.117 1.167 0.317 0.317 0.117 0.067 0.100 0.183

0.383 0.317 0.417 0.933 2.550 4.750 6.400 6.900 4.483 1.600 0.267 0.200 0.150 0.067 0.050 0.050

0.350 0.400 0.417 0.533 1.967 3.117 5.367 5.633 3.950 1.100 0.167 0.150 0.117 0.100 0.017 0.033

第１図 ２号機オペフロ前室周回部からの測定結果
第2図 2号機オペフロ前室周回部北西角からの2号機SGTS配管測定

HDG-R1500ガンマカメラの各ピクセル (16×16) のCs-137γ線
全エネルギー吸収ピーク計数率 (平坦化補正前のcps)

令和元年6月21日原子力規制庁撮影
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20
2011/3/18 17：08 防衛省撮影（１，２号機）
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1号機SGTS配管

21

2011/3/18 17:08 防衛省撮影
（１，２号機）を一部加工

原子力規制庁撮影
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耐圧強化ベントラインにおける汚染状況に関する現地調査等の実施概要

22

（６）調査結果

⑤平成３１年 ３月２８日（木）～２９日（金） 1，2号機主排気筒周辺

1,2号機主排気筒周辺のガンマカメラ撮影結果。

- 83 -



23

平成31年3月29日原子力規制庁撮影
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平成31年3月29日原子力規制庁撮影
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25
平成31年3月29日原子力規制庁撮影平成31年3月29日原子力規制庁撮影
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1号機SGTS配管

2号機SGTS配管

2号機FSTG配管

26

平成31年3月29日原子力規制庁撮影
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平成31年3月29日原子力規制庁撮影
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28
平成31年3月29日原子力規制庁撮影
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29
平成31年3月29日原子力規制庁撮影
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耐圧強化ベントラインにおける汚染状況に関する現地調査等の実施概要

30

（６）調査結果

⑥ 平成３１年２月２２日（金） 1，2号機主排気筒周辺（主排気筒基部）

1,2号機主排気筒周辺のガンマカメラ撮影結果。

- 91 -



ガンマ線計数比 最大最小で約120 ガンマ線計数比 最大最小で約90

31
平成31年2月22日原子力規制庁撮影
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32
平成31年2月22日原子力規制庁撮影
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2011/3/18 17:08 防衛省撮影
（１，２号機）を一部加工

33

1号機SGTS配管

ＳＧＴＳ

原子力規制庁撮影

- 94 -



34

① １，２号機ベント配管の汚染

 スタック下部のドレン水サンプル 【試料要求、分析】
 スタック内高度別汚染分布 【試料要求、分析】
 シミュレーションによる汚染分布再現 【解析】
 S/CにおけるDF 【実験or文献調査】

② １～３号機耐圧強化ベント

 ベントの成立性の検討
 設計時のベント使用条件と事故時条件の比較
 ベント時の手順（ベント等の操作マニュアルも含む。）
 ベント時の系統構成（MO弁、AO弁、真空破壊装置等の状態・
設計も含む。）

 ベントラインの汚染分布測定（①を除く） ガンマカメラ
 ベントによる格納容器加温破損防止の可能性確認
 有効ベント回数の推定
 ベント時の排気挙動シミュレーション 【解析】

◆：現地調査

③ SGTS逆流汚染 （他号機及び自号機）
 自号機・他号機の汚染状況の確認（⑦と同じ） ガンマカメラ
 SGTS逆流箇所の汚染分布 ガンマカメラ

 ベント時の自号機、他号機への排気比率のシミュレーション
【解析】

 GDの逆流機能の確認・実験 【実験】

④ RD動作

 RD設置時の動作設定圧力とAM対策との関係整理（東電・
他電力（ATENA））

 RD破壊圧力と格納容器破損モードのシミュレーション
【解析】

 RD破壊試験 【実験】

⑬ 設計、運転記録等の基礎情報

 設計図面、運転記録等の確認（旧事務本館、情報棟）

１）耐圧強化ベント（AM対策） 【調査・分析事項】

東京電力福島第一原子力発電所における
事故の分析に係る検討会第７回会合

資料３
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35

⑤ ３号機R/B 4階付近の汚染

 原子炉建屋の汚染分布・核種確認 【試料採取、分析】
 破損箇所の特定
 高線量箇所の直接放射線測定

⑥ ３号機のPCVフランジヘッド

 THFの外観・表面の観察（塗料劣化、温度履歴確認）
 オペフロ or SFPゲートからの直接観察
 THFの漏えいとオペフロ破損の関係性
 THFの事故時温度、FP付着シミュレーション 【解析】

⑦ 各号機漏えい（PCVペネ、THF）
 汚染分布の測定・分析（③と同じ） ガンマカメラ
 MP観測データにおけるピークとの関係性

⑧ 建屋DF

 ３号機のシールドプラグ裏面汚染分布確認
 ２号機オペフロの汚染分布確認 ガンマカメラ

⑨ １号機R/Bオペフロウェルプラグ
 シールドプラグのずれに関するデータ確定 【記録要求】
 シールドプラグの汚染データ取得 【試料要求、分析】
 必要水素量の評価と供給箇所の特定

 水素爆発位置におけるずれ及び爆発痕・破損シミュレーショ
ン 【解析】

⑬ 設計、運転記録等の基礎情報

 設計図面、運転記録等の確認（旧事務本館、情報棟）

２）放射性物質の放出経路 【調査・分析事項】

◆：現地調査

東京電力福島第一原子力発電所における
事故の分析に係る検討会第７回会合

資料３
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耐圧強化ベントラインにおける汚染状況に関する現地調査等の実施概要

36

６） 平成３１年２月２２日の測定結果からの周辺線量当量率の推定 【※５】

～次ページ以降に平成２５年１１月２１、２２日に東京電力が測定した資料の抜粋を添付～
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耐圧強化ベントラインにおける汚染状況に関する現地調査等の実施概要

37
平成25年12月6日東京電力資料から引用

６） 平成３１年２月２２日の測定結果からの周辺線量当量率の推定 【※５】
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耐圧強化ベントラインにおける汚染状況に関する現地調査等の実施概要

38

６） 平成３１年２月２２日の測定結果からの周辺線量当量率の推定 【※５】

平成25年12月6日東京電力資料から引用
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耐圧強化ベントラインにおける汚染状況に関する現地調査等の実施概要

39

６） 平成３１年２月２２日の測定結果からの周辺線量当量率の推定 【※５】

平成25年12月6日東京電力資料から引用
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耐圧強化ベントラインにおける汚染状況に関する現地調査等の実施概要

40

６） 平成３１年２月２２日の測定結果からの周辺線量当量率の推定 【※５】

平成25年12月6日東京電力資料から引用
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耐圧強化ベントラインにおける汚染状況に関する現地調査等の実施概要

41

６） 平成３１年２月２２日の測定結果からの周辺線量当量率の推定 【※５】

平成25年12月6日東京電力資料から引用
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耐圧強化ベントラインにおける汚染状況に関する現地調査等の実施概要

42

７） 第３回現場調査【平成２５年８月３０日第３回会合で報告】 【※１０】

～次ページ以降に平成２５年８月３０日第３回会合の資料の抜粋を添付～
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１．現地調査実施概要

43

（１）目的

国会事故調報告書において指摘を受けた４号機における水素爆発に関して、原子炉
建屋の床・天井・壁の損傷状況及び給排気ダクトの損傷状況を調査し、爆発の位置や規
模の推定に資する情報を得る。

また、３号機から４号機への水素逆流経路であると指摘されている非常用ガス処理系
（SGTS）配管等の線量率測定を実施し、水素の流入経路の検討に資する情報を得る。

（２）調査日時
平成２５年７月１０日（水）～１２日（金）

８月 ６日（火）～ ７日（水）

（３）調査実施者
原子力規制庁 山形安全規制管理官（BWR担当） 他５名
※７月１１、１２日には、爆発の専門家などの外部有識者３名が同行

（４）被ばく線量
８月６、７日 最大：0.71mSv、最小：0.45mSv
７月１０～１２日 最大：0.43mSv、最小：0.37mSv
※計画線量を2mSv、目標線量を1mSv、アラームを0.8mSvに設定。

事故分析検討会
（第3回）資料２
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（５）調査箇所
①ＳＧＴＳ配管等の放射線量率測定

放射性物質を除去する複数のフィルタと加熱ヒータ等から構成されるＳＧＴＳトレイン
（Ａ系、Ｂ系）や配管の表面線量率及び３号機／４号機共用主排気筒周辺にあるＳＧ
ＴＳ配管合流部の表面線量率を測定した。

②給排気ダクトの損傷状況確認

３号機から水素ガスが逆流したとされるＳＧＴＳ配管に繋がる排気ダクト及び原子炉
建屋内で損傷が確認された給気ダクトの損傷状況を確認するため、各階のダクト配
置図をもとに損傷状況を撮影・記録した。

③原子炉建屋の床・天井・壁部の損傷状況確認

原子炉建屋の床・天井・壁部について、梁や柱で囲まれたブロック単位で床面とそ
の裏面（下階の天井部）の損傷状況を撮影・記録した。

１．現地調査実施概要

事故分析検討会
（第3回）資料２
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GL OP10000
1階 OP. 10200

2階 OP. 
18700

1.3m 4.0m

5.4m

3階 OP. 
26900

原子炉建屋廃棄物処理建屋
屋上

タービン建屋

主排気筒

4号機側3号機側

4号機側3号機側

原子炉建屋廃棄物処理建屋

SGTSトレイン
SGTS配管

外径355mm

測定箇所

○３号機／４号機ＳＧＴＳ配管合流部（主排気筒周辺）放射線量率測定結果（概要）

① 主排気筒付け根部 2.85 mSv/h

② 4号機側立ち上がり部
下部

4.60 mSv/h

③ 4号機側立ち上がり部
上部

2.60 mSv/h

④ 4号機廃棄物処理建屋
壁面側

2.30 mSv/h

平面図

垂直図

45

主排気筒

SGTS配管

SGTS配管
①

主排気筒周辺（平成25年7月10日原子力規制庁撮影）

SGTS配管

主排気ダクト

②

③

④

主排気筒周辺（平成25年7月10日原子力規制庁撮影）

原子炉建屋

①

②・③

④

別紙１－２

事故分析検討会
（第3回）資料２
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東京電力福島第一原子力発電所における
事故の分析に係る検討会第８回会合

資料２（別紙）

番号 現地調査等 実施日 調査内容等

※1 2号機SGTS B系のガンマカメラ測定 令和元年8月2日 2号機でのガンマカメラ測定によるCs-137放射能の推定

※2 1,2号機SGTS配管のガンマカメラ測定 令和元年11月15日 建屋付け根部の1，2号機SGTS配管のガンマカメラ測定
によるCs-137放射能の推定

※3 1,2号機主排気筒基部等のガンマカメラ測定 平成31年2月22日 1,2号機主排気筒基部等のガンマカメラ測定によるCs-
137放射能の推定

※4 2号機SGTS配管部のガンマカメラ測定 令和元年6月20,21日 2号機SGTS配管部のガンマカメラ測定によるCs-137放射
能の推定

※5 平成31年2月22日の測定結果からの周辺線
量当量率の推定

（平成25年11月21,22
日東電測定）

ガンマカメラ測定（※3）から推定した線源位置と強度を
基に1,2号機主排気筒基部の周辺線量当量率の推定

※6 3号機及び4号機SGTSフィルター表面の周辺
線量当量率の測定

令和元年6月20,21日 3号機及び4号機SGTS装置フィルター表面の周辺線量当
量率を電離箱で測定

※7 3号機及び4号機SGTSフィルター表面の周辺
線量当量率の測定

令和元年6月20,21日 3号機及び4号機SGTS装置フィルター表面の鉛コリメータ
付CdZnTeによる波高分布測定

※8 1,2号機排気筒周辺での主要な汚染箇所の同
定と汚染量の推定

平成31年3月28,29日 1,2号機主排気筒周辺のガンマカメラによる測定及び東
電による排気筒点検等の測定を基にした汚染量の推定

※9 2号機及び3号機のSGTS室周辺配管の調査 令和元年8月2日 2号機及び3号機SGTS室内のラプチャーディスク周辺の
線量を測定

※10 第3回現場調査【平成25年8月30日第3回会合
で報告】

平成25年8月6,7日 4号機SGTS及び3号機／4号機SGTS配管合流部（主排気
筒周辺）の線量を調査

46

〇耐圧強化ベントラインにおける汚染状況に関する現地調査等について【１／２】
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〇耐圧強化ベントラインにおける汚染状況に関する現地調査等について【２／２】

東京電力福島第一原子力発電所における
事故の分析に係る検討会第８回会合

資料２（別紙）

47

※東電HD

以下の東京電力ホールディングス株式会社（東電HD）による調査資料等による。
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（未解明問題に関する検討第５回進捗報告より抜粋）

東京電力福島第一原子力発電所における
事故の分析に係る検討会　第９回会合
　　　　　　　　資料5
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